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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract
　　　The　ad、。rptivity。f　va・i・u・dyes・n　p・1y（vinyl－P卿lid・n・）／P・ly・（vinylal・・h・1）bl・nd　fiber
ha、　been　inv，tigat，己Th・b1・nd　fiber　ha・止e　ad…pti・n　capacity　f・・ani・ni・dyes　and　n・n－i・nic
dyes．、A、　th，　PVA・・nt・nt　i・increa・eσ，止e　rat・・f　ad・・rpti・n　and　capacity・f　ads・rpti・n　inc「ease・
1．緒　　　言
工場などから，排出される着色排水は，水質的
にはBODやCODなどの規制値を満足していて
も，着色度が大きい場合，外観上好ましくないと
いうことで，何らかの脱色処理をしなければなら
ないケースが増えてきている1｝。
　公害対策基本法に規定されている環境基準（人
の健康の保護に関する環壌基準，生活環境の保全
に関する環境基準）や水質汚濁防止法の排水基準
には，色に関する規定がないが，幾つかの市にお
いて「上乗せ排水基準」として規定されている。
川崎市，鹿児島市，和歌山市がその例である1⊃。
　染色排水の処理技術として現在種々の方法がと
られているが，一般的には凝集沈殿法と活性汚泥
法が中心となっている。さらに，「ゼロエミッシヨ
ソ」という潮流の中で廃棄物を出さない技術の開
発が求められている2）。そのための方法として吸
着処理があり，代表的な吸着剤は活性炭である。
しかし，活性炭による処理法は濃厚溶液に不適で・
ある程度染料が除去された溶液に対して用いられ
る，いわゆる最終工程でなければならない1，。ま
た，活性炭への染料の吸着では，塩基性染料や酸
性染料は吸着しやすいが，分散染料，硫化染料は
吸着しにくいといわれている1）。
　一方，ポリビニルピロリドソは代用血しょう剤，
接着剤，化粧品などとして利用されており，水溶
液は染料の溶解度を著しく増加させるので，脱色
剤として用いられる3｝。すなわちポリピニルピロ
リドソは水溶液系において染料などをよく吸着す
るということが知られている。
　本研究では，吸着性の大きいポリビニルピロリ
ドソに注目し，表面積を大きくする目的で繊維状
にした。また，強度を保持するためポリピニルピ
ロリドソとボリピニルアルコールをブレソドし，
この繊維を新規な吸着剤として染料の吸着性能を
検討した。
2．実　　　験
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　　用いたポリピニルピロリドソ／ポリビ『ルアル　　N6　Dianix　Blue　RN－E（C．1．Disperse　Blue　91）
コールブ〃職維（VABF）1ま，ポリピニルピ・’m7，Kayal。n　P。1yester　Y，11。w　BRC．S
　リドン（PVP）およびポリビニルアルコール　　N8　Kayalon　Starlet　GL－SF
　（PVA）からなるポリマーブレソド繊維で，クラレ　　Ng　Kayalon　Navy　Blue　TV－SF
　（株）で紡糸されたものである。このVABFは，　N10　Miketon　YelIow　3G
　偏光顕微鏡による断面観察から，完全に均一では　　Nll　Miketon　Discharge　Red　RN（C．1．Disperse
　ないがスキソー一一一コア構造ではないことを確認し　　　　Red　110）
空；。撫鷹凝ま襯Pの榊ま゜懲踏tB「illiant・・Blue　B（C・1・Dis－
　2．2供使染料　　　　　　　　　　　　　　　　　　N13　p－Aminoazobenzene
　　用いた染料は，アニオソ性染料（酸性染料，直　　N14　Dianix　Yellow　A1－E
接染料，反応染料），カチオン性染料（堆基性染料），　、N15　Diar戯Red　Al－E
非イオ゜ン性染料（分散染料）で，市販染料鉛よび　　N16　Dianix　Blue　Al－E
試薬をそのまま用いた。以下に染料記号および染　・－2．3VABFの界面活性剤による前処理
料名を示した。　　　・　　　　　　’　、∵　　　　　用いた界面活性剤はア昌オソ性のドデシル硫酸
2．2．1酸性染料　　　　　　　　　　　　　　　　・ナトリウム，・ドデシルペソゼソスルホソ酸ナトリt
AI　Diaeid　Fast　Orange　PO（（）．1．Acid’Orange　ウム塩石ケソであり，1g／L濃度の溶液に
　　　28）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PVP20％含有VABFを30分間浸潰し風乾した。
A2　Kayanol　Milling　Orange　G　（C．1．Acid　2．4VABFへの各種染料の吸着
　　　Orange　56）　　　　　　　　　　　　　25℃で所定時間バッチ式でPVP20％含有
A3　Kayanol　Floxine　NK（C．1．Acid　．Red　257）　　VABFに吸着さぜ風乾した。メタノールによる脱
A4　Kayanol　MilIing　Brown　4GW（C．1．Acid　着可能性については，室温で30分，2回抽出を行っ
　　　Brown　13）　　　　　　　　　　　　　　　た。また定量実験では，25m1の染料溶液にVABF
A50range’II（（：．1．Acid　Orange　7）　　　　　　を所定時間浸潰し，残浴比色法によ・り吸着染料量
2．2．2直接染料　　　　　　　　　　　　　　　　　　を求めた一
DI　Congo　Red（CJ工》irect　Red　28）　　　・’　　　　　　　　　　　　　　　　　　L
2．2。3反応染料　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．結果および考察．
Rl　Sumifix　Sky　Blue　BRF　　　　　　　　　　3．1各種染料のVABFへの吸着およびメタノ＿．ル
2．2．4塩基性染料　　　　　　　　　　　　　　　　　による脱着性　　　　t二
BI　Methylene　Blue（C・1・Basic　Blue　9）（C．1．Sol一　　各種染料のVABFへの吸着とメタノ＿ルによ
　　vent　Blue　8）　　　　　　　　　　　　　　　る脱着性を示したのが表1および表2である。こ
2．2．5分散染料　　　　　　　　　　　　　　　　　れより，アニオソ性および非イオソ性染料が吸着
NI　Sumika・・n　Y・11・w　E－6GL（C・1・Di・perseし，カチオン性染料が吸着しないことがわかる。
　　Yellow　51）　　　　　　　　　　　　染料とPVPとの相互作用については
N2　Sumikaron　Red　S－BGL（C．1工）isperse　Red　Scholtan‘，の報告があり，各種染料との結合定数
　　72）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が得られている。吉田3，は染料とPVPとの相互作
N3　Sumikaron　Blue　EB　　　　　　　　　　　用について，正荷電基をもつ染料どPVPの反発
N4　Dianix　Yellow　R－　FS（C．1．Disperse　Orange　および負荷電基をもつ染料との吸引は，’共鳴状態
　　50）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にあるピロリドン環のアミノ窒素の陽性に基づく
N5　Dianix　Red　F　3B－FS（C．1．Disperse　Red　145）　と考えている。また，安藤ら5，はPVPとメチルオ
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レソジ同族体との相互作用を検討し，PVPのわず
かに正に荷電したピロリドソ環とスルホソ酸との
間に静電的結合が関与すると推論している。また，
原田ら6）はPVPとドデシルアソモニウム塩との
相互作用を検討し，カチオソ界面活性剤とPVP
との相互作用は小さいが，ドデシルアソモニウム
のチナシアソ化物およびヨウ化物とPVPは結合
することを見出している。
　水溶性ポリビニル化合物の場合，高分子鎖が水
中で自由に変形し，・染料が平面化合物でなくとも
相互作用が可能である。水溶性化合物と不溶性の
繊維状態ではコソフィギュレーショソが異なる
が，本実験の結果を定性的に説明できる。
　一方，実用的な吸着剤としては，吸着した染料
を適当な溶剤で脱着し，繰り返し使用する必要が
ある。折原は，アルコール添加して水の構造を破
壊することにより，PVPと染料の結合が疎水的相
互作用であることを見出している7）。そこで，安価
で低沸点溶剤であるメタノ・一一＞yeeよる脱着を検討
した。結果を表1および表2の脱着の欄に示した。
非イオソ性染料は脱着可能であるが，相互作用が
強いと考えられるアニオソ性染料は脱着不可能で
あった。したがって，非イオソ性染料である分散
染料は活性炭によって吸着しにくいことから，
VABFは活性炭と併用により，着色排水の高次処
理に寄与できるものと期待される。
Table　l　Adsorptivity　of　acid　dyes　on　VABF　and
　　　　desorptivity　by　methanol・
A1 A2 A3 A4 A5
Ads． △
? ? ? ?
Des． △ × × ○ ○
Table　2　AdSorptivity　of　various　dyes　on　VABF
　　　　and　desorptivity　by　methano1・
DyeR4D1A5A7B1N13N14N15N16
Ad＆O ○ ○ ○ × ○ ? △
?
De＄ X × ? X
? ?
○ ○
3．2界面活性剤による前処理VABFへの分散染料
の吸着
　前節で各種染料のVABFへの吸着を検討した
結果，アニナソ性染料は吸着することがわかった。
そこでアニナソ性界面活性剤で前処理した
VABFへの分散染料の吸脱着性を検討した。
　表3に界面活性剤前処理しVABFへの分散染
料の吸脱着性を示した。これよりアニオソ性界面
活性剤で前処理すると吸着が悪くなる傾向がみら
れる。中垣と嶋林8）は，ドデシル硫酸ナトリウムと
PVPとの相互作角について，高分子電解質のよう
な複合体が形成されるとしている。したがって，
この場合界面活性剤が無色の染料として働き，吸
着座席が封鎖されたものと考えられる。
3．3VABFへのP－一アミノアゾベンゼンの吸着
　非イオソ性染料のモデル化合物であるP一アミ
ノアゾベソゼソの25℃，7日間におけるVABF
への吸着等温線を図1に示す。直線関係が得られ，
分配型吸着をすることから，水素結合およびファ
ソデアワールスカといった物理結合が関与してい
るものと考えられる。
　次に，PVPの含有率の吸着量への影響を調ぺた
結果を図2に宗す。図2より，PVAにもわずかに
吸着するが，PVPをブvソドすることにより約
30％吸着量が増大し，PVPのブレソド効果が大き
　いことがわかる。
Table　3　AdSorptivity　and　desorptivity　of　disperse
　　　　dyes　on　VABF　pretreated　with　anionic
　　　 surfactant．
N1N2N3N4N5N6N7N8N9N10N11N12
ds△ △ △ △ △ △ ? X ×
?
○
?
a
Des．○
?
△
?
△ △一 ○
? X △ △ ×
ds．
?
△ △ × △ △ × X ×
?
○
?
b
De＆
?
○
? ?
△
?
○ ○ X
?
○ △
Ads．
?
△ △ △ △ △ △ △ △ ○ ○
?
C
Des．
?
○ △
?
△ △
?
○ ×
? ?
○
a）Sodium’　dodecyl　sulfate．
b）Dodecyl　benzene　sulfonic　acid　sodium　salt．
c）Sa！t
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Fig．2　Effect　of　PVP　bontent　on　amount　of　dye　on
　　VABF　at　25℃．
　さらに，PVPをブレンドした場合の吸着速度へ
の影響を調ぺたのが図3である。この結果PVP
をブレンドすることによって，平衡吸着量ととも
に吸着速度が著しく増大することがわかった。
???（??????????? ? ???????
（bp??????????
　　　　　　　　50　　　　100
　　　　　　　　Time（min）
Fig．3　Adsorption　rate　of　pAAB　on　VABF　at　25C．
　　PVPρontent，●：0，●：0．1，0：0．2
4．結　　　論
　PVP／PVAプレソド繊維への各種染料の吸着
を検討した。その結果，アニオン性および非イオ
ン性染料が吸着することがわかった。また，非イ
オン性染料はメタノールで脱着されることから再
使用可能であり，活性炭との併用により排水の高
次処理が期待できる。
　PVPをブレソドすることにより吸着量は増大
し，ブレソド率を高くすると吸着速度が著しく増
大することがわかった。
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